
 

山運輸第２０４号の２ 

令 和 ５ 年 ９ 月 ６ 日 

 

 

一般乗用旅客自動車運送事業者 殿 

 

 

山形運輸支局長 

（公印省略）  

 

 

 

準特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の需給状況の 

判断結果及び適正と考えられる車両数について 

 

 

標記について、東北運輸局長より別添のとおり通知がありましたので、了知願い

ます。 
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東自旅二第９５９号の２ 

令 和 ５ 年 ８ 月 ３ １ 日 
 
 

山形運輸支局長 殿 
 
 

東北運輸局長 
（公印省略） 

 

準特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の需給状況の 

判断結果及び適正と考えられる車両数について 
 
 

標記について、「準特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の適正化

の推進のために監督上必要となる措置等の実施について」（平成２６年１月２

７日付け公示第９６号）及び「特定地域及び準特定地域における一般乗用旅客

自動車運送事業の適正化及び活性化に関する特別措置法」（平成２１年法律第

６４条）に基づき、公示することとしたので了知するとともに貴支局掲示板等

に掲示されたい。 

また、関係団体等に対し周知を図り、事務処理上遺漏のないように取り計ら

われたい。 

 





令和５年度の準特定地域における需給状況の判断結果及び適正車両数

令和4年度末
車両数（両）

上 限 下 限

青森交通圏 402 793 ▲ 391 567 402 28.5

八戸交通圏 278 484 ▲ 206 363 278 25.0

弘前交通圏 253 384 ▲ 131 294 253 23.4

盛岡交通圏 442 861 ▲ 419 614 442 28.7

一関交通圏 85 155 ▲ 70 120 85 22.6

宮城県 仙台市 1339 2269 ▲ 930 1833 1339 19.2

秋田県 秋田交通圏 268 396 ▲ 128 390 268 1.5

福島交通圏 231 431 ▲ 200 310 231 28.1

郡山交通圏 321 579 ▲ 258 443 321 23.5

会津交通圏 113 261 ▲ 148 170 113 34.9

いわき市 229 401 ▲ 172 302 229 24.7

山形県 山形交通圏 233 480 ▲ 247 370 233 22.9

附　　則

記

都道府県
営業区域名
(交通圏）

必要車両数
(両）

増加可能車両数

適正車両数（両） 令和4年度末車両数と
適正車両数(上限)との

乖離率（％）

青森県

岩手県

福島県

※上記「令和４年度末車両数」は、特定地域及び準特定地域における一般乗用旅客自動車運送事
業の適正化及び活性化に関する特別措置法（以下「タクシー特措法」という。）第２条第９項に
定める事業用自動車（一般乗用旅客自動車運送事業（１人１車制個人タクシーに限る。以下「個
人タクシー」という。）を除く。）の数である。

　本公示は、令和５年度の準特定地域における法人タクシー（一般乗用旅客自動車運送事業（１
人１車制個人タクシーを除く。））の新規許可申請、条件解除の承認申請、営業区域の設定に係
る事業計画変更認可申請、増車に係る事業計画変更認可申請、休車の解除に係る事業計画変更認
可申請及び個人タクシーの新規許可申請について適用する。



１．算定方法
　　輸送需要量 ÷ （平均総走行キロ × 平成１３年度実車率 ÷ 平均延実働車両数） ÷ 365 ÷ 実働率

２．適正車両数の算定基礎数値

令和4年度末

総実車キロ 上限値*4 下限値*4

青 森 交 通 圏 7,197,726 0.91 25,233,614 0.33 173,218 0.65 0.92

八 戸 交 通 圏 5,244,254 0.92 16,392,575 0.39 113,882 0.65 0.84

弘 前 交 通 圏 3,636,870 0.90 12,360,014 0.34 97,020 0.70 0.81

盛 岡 交 通 圏 8,467,489 0.91 24,310,177 0.41 182,282 0.63 0.87

一 関 交 通 圏 1,286,995 0.94 3,252,947 0.46 31,194 0.57 0.81

宮城県 仙 台 市 28,478,528 0.92 85,065,231 0.38 547,417 0.67 0.92

秋田県 秋 田 交 通 圏 4,693,863 0.92 14,192,342 0.38 107,916 0.61 0.88

福 島 交 通 圏 4,280,792 0.91 11,836,050 0.44 98,803 0.65 0.87

郡 山 交 通 圏 5,832,826 0.93 16,000,832 0.42 128,685 0.65 0.90

会 津 交 通 圏 1,858,288 0.90 5,345,748 0.44 50,552 0.57 0.86

い わ き 市 4,272,669 0.93 10,489,319 0.45 78,194 0.60 0.79

山形県 山 形 交 通 圏 3,981,785 0.91 11,150,582 0.43 98,903 0.55 0.87

*2・・・・・「平均総走行キロ」は、平成30年度から令和4年度における総走行キロの平均値

*3・・・・・「平均延実働車両数」は、平成30年度から令和4年度における延実働車両数の平均値

*4・・・・・実働率の「上限値」は平成13年度値又は平成30年度から令和4年度における平均値のいずれか低い数値

 　　　　　実働率の「下限値」は平成13年度値又は平成30年度から令和4年度における平均値のいずれか高い数値

（別紙）

都道
府県

営業区域
（交通圏）

輸送需要量の算定 適正車両数の算定

平均対前
年度比率*1

平均総走行キロ
*2

平成13年度
実車率

平均延実働
車両数*3

実働率

※「平均対前年度比率」、「平成13年度実車率」及び「実働率」の数値は、小数点第３位で四捨五入して記載しているた
め、必ずしも計算結果は一致しない。

*1・・・・・「平均対前年度対比率」は、平成30年度から令和4年度における総実車キロの対前年度比率の平均値

福島県

青森県

岩手県



１．算定方法
必要車両数 ＝ 輸送需要量 ÷ ( 総走行キロ × 実車率 ÷ 延べ実働車両数 ） ÷ ３６５ ÷ 実働率

２．必要車両数の算定基礎数値

青森県

　青森交通圏

　八戸交通圏

　弘前交通圏

①総走行キロ（D)及び延べ実働車両数（F)のデータは、前５年間平均のデータである。
②実車率（E)は平成１３年度の実績値、実働率（G)は平成１３年度の実績値又は直近５年間の実績
値の平均値のいずれか高い値

※「直近５年間分の対前年度比率の平均値」、「実車率」及び「実働率」の数値は、小数点第３位で
四捨五入して記載しているため、必ずしも計算結果は一致しないことがある。

実働率
Ｇ

253 3,285,071 12,360,014 0.34 97,020 0.81

3,285,071 3,636,870 0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

輸送需要量 令和4年度の 直近５年間分の
Ａ＝Ｂ×Ｃ 総実車キロ　Ｂ 対前年度比率の平均値　Ｃ

実働率
Ｇ

278 4,834,740 16,392,575 0.39 113,882 0.84

4,834,740 5,244,254 0.92

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

輸送需要量 令和4年度の 直近５年間分の
Ａ＝Ｂ×Ｃ 総実車キロ　Ｂ 対前年度比率の平均値　Ｃ

実働率
Ｇ

402 6,526,297 25,233,614 0.33 173,218 0.92

6,526,297 7,197,726 0.91

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

（別紙）

輸送需要量 令和4年度の 直近５年間分の
Ａ＝Ｂ×Ｃ 総実車キロ　Ｂ 対前年度比率の平均値　Ｃ



１．算定方法
必要車両数 ＝ 輸送需要量 ÷ ( 総走行キロ × 実車率 ÷ 延べ実働車両数 ） ÷ ３６５ ÷ 実働率

２．必要車両数の算定基礎数値

岩手県

　盛岡交通圏

　一関交通圏

①総走行キロ（D)及び延べ実働車両数（F)のデータは、前５年間平均のデータである。
②実車率（E)は平成１３年度の実績値、実働率（G)は平成１３年度の実績値又は直近５年間の実績
値の平均値のいずれか高い値

※「直近５年間分の対前年度比率の平均値」、「実車率」及び「実働率」の数値は、小数点第３位で
四捨五入して記載しているため、必ずしも計算結果は一致しないことがある。

実働率
Ｇ

85 1,206,714 3,252,947 0.46 31,194 0.81

1,206,714 1,286,995 0.94

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

輸送需要量 令和4年度の 直近５年間分の
Ａ＝Ｂ×Ｃ 総実車キロ　Ｂ 対前年度比率の平均値　Ｃ

実働率
Ｇ

442 7,746,055 24,310,177 0.41 182,282 0.87

7,746,055 8,467,489 0.91

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

（別紙）

輸送需要量 令和4年度の 直近５年間分の
Ａ＝Ｂ×Ｃ 総実車キロ　Ｂ 対前年度比率の平均値　Ｃ



１．算定方法
必要車両数 ＝ 輸送需要量 ÷ ( 総走行キロ × 実車率 ÷ 延べ実働車両数 ） ÷ ３６５ ÷ 実働率

２．必要車両数の算定基礎数値

宮城県

　仙台市

①総走行キロ（D)及び延べ実働車両数（F)のデータは、前５年間平均のデータである。
②実車率（E)は平成１３年度の実績値、実働率（G)は平成１３年度の実績値又は直近５年間の実績
値の平均値のいずれか高い値

※「直近５年間分の対前年度比率の平均値」、「実車率」及び「実働率」の数値は、小数点第３位で
四捨五入して記載しているため、必ずしも計算結果は一致しないことがある。

実働率
Ｇ

1,339 26,121,826 85,065,231 0.38 547,417 0.92

26,121,826 28,478,528 0.92

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

（別紙）

輸送需要量 令和4年度の 直近５年間分の
Ａ＝Ｂ×Ｃ 総実車キロ　Ｂ 対前年度比率の平均値　Ｃ



１．算定方法
必要車両数 ＝ 輸送需要量 ÷ ( 総走行キロ × 実車率 ÷ 延べ実働車両数 ） ÷ ３６５ ÷ 実働率

２．必要車両数の算定基礎数値

秋田県

　秋田交通圏

①総走行キロ（D)及び延べ実働車両数（F)のデータは、前５年間平均のデータである。
②実車率（E)は平成１３年度の実績値、実働率（G)は平成１３年度の実績値又は直近５年間の実績
値の平均値のいずれか高い値

※「直近５年間分の対前年度比率の平均値」、「実車率」及び「実働率」の数値は、小数点第３位で
四捨五入して記載しているため、必ずしも計算結果は一致しないことがある。

実働率
Ｇ

268 4,303,295 14,192,342 0.38 107,916 0.88

4,303,295 4,693,863 0.92

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

（別紙）

輸送需要量 令和4年度の 直近５年間分の
Ａ＝Ｂ×Ｃ 総実車キロ　Ｂ 対前年度比率の平均値　Ｃ



１．算定方法
必要車両数 ＝ 輸送需要量 ÷ ( 総走行キロ × 実車率 ÷ 延べ実働車両数 ） ÷ ３６５ ÷ 実働率

２．必要車両数の算定基礎数値

福島県

　福島交通圏

　郡山交通圏

　会津交通圏

　い わ き 市

①総走行キロ（D)及び延べ実働車両数（F)のデータは、前５年間平均のデータである。
②実車率（E)は平成１３年度の実績値、実働率（G)は平成１３年度の実績値又は直近５年間の実績
値の平均値のいずれか高い値

※「直近５年間分の対前年度比率の平均値」、「実車率」及び「実働率」の数値は、小数点第３位で
四捨五入して記載しているため、必ずしも計算結果は一致しないことがある。

実働率
Ｇ

229 3,969,203 10,489,319 0.45 78,194 0.79

3,969,203 4,272,669 0.93

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

輸送需要量 令和4年度の 直近５年間分の
Ａ＝Ｂ×Ｃ 総実車キロ　Ｂ 対前年度比率の平均値　Ｃ

実働率
Ｇ

113 1,664,948 5,345,748 0.44 50,552 0.86

1,664,948 1,858,288 0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

輸送需要量 令和4年度の 直近５年間分の
Ａ＝Ｂ×Ｃ 総実車キロ　Ｂ 対前年度比率の平均値　Ｃ

実働率
Ｇ

321 5,438,659 16,000,832 0.42 128,685 0.90

5,438,659 5,832,826 0.93

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

輸送需要量 令和4年度の 直近５年間分の
Ａ＝Ｂ×Ｃ 総実車キロ　Ｂ 対前年度比率の平均値　Ｃ

実働率
Ｇ

231 3,910,400 11,836,050 0.44 98,803 0.87

3,910,400 4,280,792 0.91

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

（別紙）

輸送需要量 令和4年度の 直近５年間分の
Ａ＝Ｂ×Ｃ 総実車キロ　Ｂ 対前年度比率の平均値　Ｃ



１．算定方法
必要車両数 ＝ 輸送需要量 ÷ ( 総走行キロ × 実車率 ÷ 延べ実働車両数 ） ÷ ３６５ ÷ 実働率

２．必要車両数の算定基礎数値

山形県

　山形交通圏

①総走行キロ（D)及び延べ実働車両数（F)のデータは、前５年間平均のデータである。
②実車率（E)は平成１３年度の実績値、実働率（G)は平成１３年度の実績値又は直近５年間の実績
値の平均値のいずれか高い値

※「直近５年間分の対前年度比率の平均値」、「実車率」及び「実働率」の数値は、小数点第３位で
四捨五入して記載しているため、必ずしも計算結果は一致しないことがある。

実働率
Ｇ

233 3,612,755 11,150,582 0.43 98,903 0.87

3,612,755 3,981,785 0.91

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

（別紙）

輸送需要量 令和4年度の 直近５年間分の
Ａ＝Ｂ×Ｃ 総実車キロ　Ｂ 対前年度比率の平均値　Ｃ


